
(57)【要約】

【課題】内視鏡による観察に支障を与えることなく、ま

た、内視鏡を湾曲する操作の影響を受けずに、処置部を

所望の方向に向けることができる内視鏡用処置具を提供

することにある。

【解決手段】内視鏡のチャンネルに挿通可能な可撓管２

内に操作ワイヤ７を進退自在に挿通し、前記操作ワイヤ

７によって前記可撓管２の遠位端から突没する方向性を

有する形状を備えた切開ワイヤ１１の向きを、内視鏡の

チャンネルに設けた処置具起上装置によって前記可撓管

２を起上したとき、前記可撓管２内に設けた板部材９に

よって切開ワイヤ１１の向きを調整する。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ハ ン ド ル と 、 前 記 ハ ン ド ル の 遠 位 端 に 取 り 付 け ら れ 、 内 部 に ル ー メ ン を 有 し 、 処 置 具 起
上 装 置 を 有 す る 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 通 可 能 な 可 撓 性 シ ー ス と 、 前 記 可 撓 性 シ ー ス の 遠
位 端 か ら 突 没 自 在 に 設 け ら れ 、 方 向 性 を 有 す る 形 状 を 備 え た 処 置 部 と 、 前 記 ハ ン ド ル に 接
続 さ れ た 基 端 部 分 と 前 記 処 置 部 に 接 続 さ れ た 先 端 部 分 と を 有 し 、 前 記 シ ー ス の 前 記 ル ー メ
ン 内 に 回 転 及 び 進 退 自 在 に 設 け ら れ た 操 作 部 材 と 、 前 記 操 作 部 材 の 遠 位 側 に あ り 、 先 端 と
基 端 と 長 手 方 向 を 有 し 、 前 記 長 手 方 向 に 対 し て 垂 直 な 第 一 の 曲 げ 方 向 と 前 記 長 手 方 向 及 び
前 記 第 一 の 曲 げ 方 向 に 対 し て 垂 直 で あ り 前 記 第 一 の 曲 げ 方 向 へ の 曲 げ 力 量 よ り も 大 き い 第
二 の 曲 げ 力 量 を 有 す る 第 二 の 曲 げ 方 向 を 有 し 、 前 記 処 置 具 起 上 装 置 に よ っ て 前 記 第 一 の 曲
げ 方 向 に 曲 げ ら れ る 方 向 制 御 部 材 と 、 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ハ ン ド ル と 、 前 記 ハ ン ド ル の 遠 位 端 に 取 り 付 け ら れ 、 内 部 に ル ー メ ン を 有 し 、 内 視 鏡 の
チ ャ ン ネ ル に 挿 通 可 能 な 可 撓 性 シ ー ス と 、 前 記 可 撓 性 シ ー ス の 遠 位 端 か ら 突 没 自 在 に 設 け
ら れ 、 方 向 性 を 有 す る 形 状 を 備 え た 処 置 部 と 、 前 記 ハ ン ド ル に 接 続 さ れ た 基 端 部 分 と 前 記
処 置 部 に 接 続 さ れ た 先 端 部 分 と を 有 し 、 前 記 シ ー ス の 前 記 ル ー メ ン 内 に 回 転 及 び 進 退 自 在
に 設 け ら れ た 操 作 部 材 と 、 前 記 操 作 部 材 の 遠 位 側 に あ り 、 前 記 内 視 鏡 の 先 端 端 面 よ り も 遠
位 側 に 配 置 可 能 な 先 端 と 前 記 内 視 鏡 の 湾 曲 部 の 基 端 よ り も 遠 位 側 に 配 置 可 能 な 基 端 と 前 記
先 端 と 前 記 基 端 と を 両 端 と す る 長 手 方 向 と を 有 し 、 前 記 長 手 方 向 に 対 し て 垂 直 な 第 一 の 曲
げ 方 向 と 前 記 長 手 方 向 及 び 前 記 第 一 の 曲 げ 方 向 に 対 し て 垂 直 で あ り 前 記 第 一 の 曲 げ 方 向 へ
の 第 一 の 曲 げ 力 量 よ り も 大 き い 第 二 の 曲 げ 力 量 を 有 す る 第 二 の 曲 げ 方 向 と を 備 え た 方 向 制
御 部 材 と 、 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 処 置 具 の 方 向 性 を 有 す る 形 状 は 、 体 内 組 織 に 向 か い 合 う 対 向 面 を 有 し 、 前 記 対 向 面
の 法 線 方 向 と 、 前 記 方 向 制 御 部 材 の 第 一 の 曲 げ 方 向 と が 同 じ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 方 向 制 御 部 材 は 、 前 記 内 視 鏡 の 先 端 端 面 よ り も 遠 位 側 に 配 置 可 能 な 先 端 と 、 前 記 内
視 鏡 の 湾 曲 機 構 の 基 端 よ り も 遠 位 側 に 配 置 可 能 な 基 端 と 、 を 有 す る 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ ま
た は 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 操 作 部 材 は 、 操 作 ワ イ ヤ と 前 記 方 向 制 御 部 材 と か ら な り 、 前 記 方 向 制 御 部 材 と 前 記
操 作 ワ イ ヤ が 並 ん で 配 設 さ れ た 並 列 部 、 も し く は 前 記 方 向 制 御 部 材 と 前 記 処 置 部 が 並 ん で
配 設 さ れ た 並 列 部 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 側 部 分 に は 、 前 記 処 置 具 起 上 装 置 の 操 作 に よ っ て 湾 曲 さ せ ら れ
る 湾 曲 可 能 部 分 が あ り 、 前 記 方 向 制 御 部 材 は 、 前 記 可 撓 性 シ ー ス の 前 記 湾 曲 可 能 部 分 内 に
位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 方 向 制 御 部 材 は 、 先 端 側 部 分 が 、 前 記 処 置 部 の 対 向 面 内 ま で 延 出 し て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 と 併 せ て 使 用 す る 内 視 鏡 用 処 置 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 体 腔 内 に 挿 入 し て 体 腔 内 の ポ リ ー プ や 粘 膜 等 の 組 織 を 切 除 す る 高 周 波 ス ネ ア や ヘ
ラ 型 ナ イ フ 等 の 内 視 鏡 用 処 置 具 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ ， ２ ， ３ 参 照 ） 。 こ の 種 の 内
視 鏡 用 処 置 具 は 処 置 部 と し て の ル ー プ や ヘ ラ 状 電 極 に 方 向 性 が あ り 、 使 用 す る 際 に は 特 定
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方 向 に 処 置 部 を 向 け な け れ ば な ら な か っ た 。 こ の た め 、 体 腔 内 で の 処 置 具 を 対 象 部 位 に 対
し て 適 切 な 方 向 へ 向 け る 調 整 作 業 が 必 要 で あ っ た 。 以 下 の 特 許 文 献 １ ， ２ ， ３ で は 処 置 部
の 向 き を 規 制 し た り 調 整 し た り す る こ と が で き る 処 置 具 を 開 示 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ５ １ ９ ７ ４ （ 高 周 波 ス ネ ア ）
【 特 許 文 献 ２ 】 Ｕ Ｓ Ｐ 第 ５ ８ ９ ７ ５ ５ ４ 号 （ 切 除 ル ー プ 電 極 カ テ ー テ ル ）
【 特 許 文 献 ３ 】 ド イ ツ 実 案 ７ ７ １ ５ ６ ４ ９ 号 （ シ ュ リ ン ゲ ル ー プ 案 内 具 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 高 周 波 ス ネ ア に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ っ て 、 ル ー プ 形 状 と し た ス ネ ア
ワ イ ヤ と 、 こ の ス ネ ア ワ イ ヤ を 操 作 す る 操 作 ワ イ ヤ と が 可 撓 管 に 対 し て 回 動 し な い よ う に
す る 回 動 規 制 部 を 設 け た も の で あ る 。 こ の 高 周 波 ス ネ ア は 可 撓 管 の 内 腔 に 合 わ せ て ス ネ ア
ワ イ ヤ の 断 面 形 状 を 定 め て ス ネ ア ワ イ ヤ の 向 き を 規 制 す る 形 式 で あ る た め 、 内 視 鏡 の チ ャ
ン ネ ル に 挿 通 さ せ た 状 態 で 使 用 す る 際 、 内 視 鏡 に 対 し て の ス ネ ア ワ イ ヤ の 向 き を 変 え よ う
と す る と き 、 手 元 側 で 可 撓 管 自 体 を 回 し て 操 作 し な け れ ば な ら ず 、 そ の 向 き の 調 節 作 業 が
面 倒 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 ２ は 、 切 除 ル ー プ 電 極 付 カ テ ー テ ル に 係 る も の で あ り 、 ル ー プ 電 極 基 端 に 設 け
た フ ラ ッ ト ワ イ ヤ に 接 続 し た 操 作 ワ イ ヤ を 操 作 す る こ と に よ り 、 前 記 ル ー プ 電 極 を 双 方 向
に 偏 向 さ せ 得 る よ う に し た 切 除 カ テ ー テ ル で あ る 。 こ の 切 除 カ テ ー テ ル は 内 視 鏡 を 介 さ ず
に 経 皮 的 に 心 臓 部 内 へ 単 独 で 挿 入 さ れ る も の で あ る た め 、 ル ー プ 電 極 を 標 的 部 位 へ 向 け る
こ と 自 体 が 難 し い も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ３ は 、 い わ ゆ る シ ュ リ ン ゲ ル ー プ 案 内 具 に 係 り 、 胃 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル を 通 じ
て 胃 内 に 挿 入 す る よ う に し た 処 置 具 で あ る 。 こ の 処 置 具 は 、 ル ー プ ガ イ ド 用 シ ー ス 内 に 配
置 さ れ 、 ル ー プ 基 端 に 接 続 さ れ る 引 張 り ワ イ ヤ の 先 端 付 近 部 分 を 平 ベ ル ト 形 状 に 形 成 し 、
前 記 シ ー ス を 胃 内 視 鏡 に よ っ て ポ リ ー プ の 方 向 に 曲 げ る こ と で 扁 平 に な る 部 分 に 平 ベ ル ト
形 状 部 分 を ガ イ ド す る こ と に よ っ て 、 ル ー プ の 向 き を 調 整 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 こ の シ ュ リ ン ゲ ル ー プ 案 内 具 に あ っ て は 、 胃 内 視 鏡 を 曲 げ て シ ー ス 自 体 を 曲 げ
る こ と に よ り 、 シ ー ス 自 体 に 扁 平 な シ ー ス 部 分 を 作 り 、 そ の 扁 平 な シ ー ス 部 分 の 内 腔 形 状
に 合 わ せ て 平 ベ ル ト 形 状 部 分 を 通 し 、 こ れ に よ り ル ー プ の 向 き を 調 節 す る も の で あ る 。 こ
の た め 、 胃 内 視 鏡 を 曲 げ 得 な い 状 況 で は 、 ル ー プ の 向 き を 調 節 で き な い こ と は も ち ろ ん 、
ル ー プ の 向 き を 調 節 す る 際 に は シ ー ス の 扁 平 な 部 分 と 平 ベ ル ト 形 状 部 分 を 比 較 的 密 に 適 合
さ せ る 必 要 が あ り 、 ル ー プ の 向 き を 調 節 す る 操 作 が 面 倒 で あ っ た 。 ま た 、 内 視 鏡 に よ る 観
察 に 支 障 を 与 え 易 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 述 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 内 視 鏡
の チ ャ ン ネ ル に 挿 通 し て 使 用 さ れ る 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、 内 視 鏡 に よ る 観 察 に 支 障 を
与 え る こ と が な く 、 ま た は 、 内 視 鏡 を 湾 曲 す る 操 作 と は 関 係 な く 、 処 置 部 を 所 望 の 方 向 に
向 け る こ と が で き る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 ハ ン ド ル と 、 前 記 ハ ン ド ル の 遠 位 端 に 取 り 付 け ら れ 、 内 部 に ル
ー メ ン を 有 し 、 処 置 具 起 上 装 置 を 有 す る 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 通 可 能 な 可 撓 性 シ ー ス と
、 前 記 可 撓 性 シ ー ス の 遠 位 端 か ら 突 没 自 在 に 設 け ら れ 、 方 向 性 を 有 す る 形 状 を 備 え た 処 置
部 と 、 前 記 ハ ン ド ル に 接 続 さ れ た 基 端 部 分 と 前 記 処 置 部 に 接 続 さ れ た 先 端 部 分 と を 有 し 、
前 記 シ ー ス の 前 記 ル ー メ ン 内 に 回 転 及 び 進 退 自 在 に 設 け ら れ た 操 作 部 材 と 、 前 記 操 作 部 材
の 遠 位 側 に あ り 、 先 端 と 基 端 と 長 手 方 向 を 有 し 、 前 記 長 手 方 向 に 対 し て 垂 直 な 第 一 の 曲 げ
方 向 と 前 記 長 手 方 向 及 び 前 記 第 一 の 曲 げ 方 向 に 対 し て 垂 直 で あ り 前 記 第 一 の 曲 げ 方 向 へ の
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曲 げ 力 量 よ り も 大 き い 第 二 の 曲 げ 力 量 を 有 す る 第 二 の 曲 げ 方 向 を 有 し 、 前 記 処 置 具 起 上 装
置 に よ っ て 前 記 第 一 の 曲 げ 方 向 に 曲 げ ら れ る 方 向 制 御 部 材 と 、 か ら な る こ と を 特 徴 と す る
内 視 鏡 用 処 置 具 で あ る 。 　
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 ハ ン ド ル と 、 前 記 ハ ン ド ル の 遠 位 端 に 取 り 付 け ら れ 、 内 部 に ル
ー メ ン を 有 し 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 通 可 能 な 可 撓 性 シ ー ス と 、 前 記 可 撓 性 シ ー ス の 遠
位 端 か ら 突 没 自 在 に 設 け ら れ 、 方 向 性 を 有 す る 形 状 を 備 え た 処 置 部 と 、 前 記 ハ ン ド ル に 接
続 さ れ た 基 端 部 分 と 前 記 処 置 部 に 接 続 さ れ た 先 端 部 分 と を 有 し 、 前 記 シ ー ス の 前 記 ル ー メ
ン 内 に 回 転 及 び 進 退 自 在 に 設 け ら れ た 操 作 部 材 と 、 前 記 操 作 部 材 の 遠 位 側 に あ り 、 前 記 内
視 鏡 の 先 端 端 面 よ り も 遠 位 側 に 配 置 可 能 な 先 端 と 前 記 内 視 鏡 の 湾 曲 部 の 基 端 よ り も 遠 位 側
に 配 置 可 能 な 基 端 と 前 記 先 端 と 前 記 基 端 と を 両 端 と す る 長 手 方 向 と を 有 し 、 前 記 長 手 方 向
に 対 し て 垂 直 な 第 一 の 曲 げ 方 向 と 前 記 長 手 方 向 及 び 前 記 第 一 の 曲 げ 方 向 に 対 し て 垂 直 で あ
り 前 記 第 一 の 曲 げ 方 向 へ の 第 一 の 曲 げ 力 量 よ り も 大 き い 第 二 の 曲 げ 力 量 を 有 す る 第 二 の 曲
げ 方 向 と を 備 え た 方 向 制 御 部 材 と 、 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ る 。 　
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 前 記 処 置 具 の 方 向 性 を 有 す る 形 状 は 、 体 内 組 織 に 向 か い 合 う 対
向 面 を 有 し 、 前 記 対 向 面 の 法 線 方 向 と 、 前 記 方 向 制 御 部 材 の 第 一 の 曲 げ 方 向 と が 同 じ で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ る 。 　
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 前 記 方 向 制 御 部 材 は 、 前 記 内 視 鏡 の 先 端 端 面 よ り も 遠 位 側 に 配
置 可 能 な 先 端 と 、 前 記 内 視 鏡 の 湾 曲 機 構 の 基 端 よ り も 遠 位 側 に 配 置 可 能 な 基 端 と 、 を 有 す
る 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。 　
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 前 記 操 作 部 材 は 、 操 作 ワ イ ヤ と 前 記 方 向 制 御 部 材 と か ら な り 、
前 記 方 向 制 御 部 材 と 前 記 操 作 ワ イ ヤ が 並 ん で 配 設 さ れ た 並 列 部 、 も し く は 前 記 方 向 制 御 部
材 と 前 記 処 置 部 が 並 ん で 配 設 さ れ た 並 列 部 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ る 。 　
　 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 前 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 側 部 分 に は 、 前 記 処 置 具 起 上 装 置 の 操
作 に よ っ て 湾 曲 さ せ ら れ る 湾 曲 可 能 部 分 が あ り 、 前 記 方 向 制 御 部 材 は 、 前 記 可 撓 性 シ ー ス
の 前 記 湾 曲 可 能 部 分 内 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ
る 。 　
　 請 求 項 ７ に 係 る 発 明 は 、 前 記 方 向 制 御 部 材 は 、 先 端 側 部 分 が 、 前 記 処 置 部 の 対 向 面 内 ま
で 延 出 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 方 向 制 御 部 材 の 向 き を 規 制 す る こ と で 、 内 視 鏡 の 湾 曲 形 状 に 関 わ ら ず
、 体 腔 内 で 処 置 部 を 所 望 の 向 き に 向 け る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 図 １ 乃 至 図 ５ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 切 開 切 除 具 に つ い て 説 明
す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は そ の 高 周 波 切 開 切 除 具 と し て の 高 周 波 ス ネ ア １ を 示 し て い る 。 こ の 高 周 波 ス ネ ア
１ は チ ャ ン ネ ル に 処 置 具 起 上 装 置 を 備 え た 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル へ の 挿 通 が 可 能 で あ る 。 高
周 波 ス ネ ア １ は 内 部 に ル ー メ ン を 有 し た 可 撓 性 シ ー ス と し て の 長 尺 な 可 撓 管 ２ を 備 え る 。
こ の 可 撓 管 ２ の 基 端 に は 操 作 部 （ ハ ン ド ル ） ３ が 設 け ら れ て い る 。 操 作 部 ３ は 、 基 部 ４ と
、 こ の 基 部 ４ に 対 し て 前 後 方 向 へ の ス ラ イ ド が 自 在 な よ う に 取 り 付 け ら れ た ス ラ イ ダ ５ と
か ら 構 成 さ れ て い る 。 前 記 ス ラ イ ダ ５ に は 電 極 ６ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 電 極 ６ に は 図 示
し な い 高 周 波 電 源 が 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ 、 こ の 電 極 ６ は 前 記 可 撓 管 ２ 内 に 回 転 及 び 進 退 自
在 に 挿 通 さ れ た 操 作 部 材 と し て の 導 電 性 操 作 ワ イ ヤ ７ の 基 端 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 前 記 操 作 ワ イ ヤ ７ の 先 端 は パ イ プ 状 の 第 １ の 接 続 チ ッ
プ （ 接 続 部 ） ８ に よ っ て 後 述 す る よ う に 方 向 制 御 部 材 を 構 成 す る 単 一 の 板 部 材 ９ の 基 端 に
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接 続 さ れ て い る 。 板 部 材 ９ は 前 記 可 撓 管 ２ 内 に お い て 前 後 方 向 へ の 進 退 と 、 そ の 前 後 長 手
方 向 軸 周 り に 回 転 が 可 能 な 形 態 と 配 置 状 態 で 設 け ら れ て い る 。 板 部 材 ９ は 、 操 作 ワ イ ヤ ７
に 接 続 さ れ る 基 端 （ 近 位 端 ） 部 分 と 、 後 述 す る 処 置 部 と し て の 切 開 ワ イ ヤ １ １ に 接 続 さ れ
る 先 端 部 分 （ 遠 位 端 ） と 、 前 記 基 端 部 分 と 前 記 先 端 部 分 を 両 端 と す る 長 手 方 向 と を 有 し て
な り 、 前 記 可 撓 性 シ ー ス の ル ー メ ン 内 に お い て 前 記 長 手 方 向 軸 回 り の 回 転 及 び 前 記 長 手 方
向 へ 進 退 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 前 記 板 部 材 ９ は 前 記 可 撓 性 シ ー ス 内 に お い て 前
記 長 手 方 向 の 軸 回 り に 回 転 し て 前 記 処 置 部 の 向 き を 変 更 さ せ 得 る 方 向 制 御 手 段 を 構 成 す る
方 向 制 御 部 材 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 処 置 部 と し て の 切 開 ワ イ ヤ １ １ の ル ー プ 端 は 、 パ イ プ 状 の 第 ２
の 接 続 部 １ ０ に よ っ て 纏 め ら れ 、 前 記 板 部 材 ９ の 先 端 に 連 結 さ れ て い る 。 切 開 ワ イ ヤ １ １
の ワ イ ヤ 部 分 は 、 予 め ル ー プ を 形 成 す る 癖 が 付 け ら れ て い て 、 操 作 ワ イ ヤ ７ に よ っ て 切 開
ワ イ ヤ １ １ を 可 撓 管 ２ 内 に 引 き 込 む と 、 弾 性 変 形 し て 細 長 く 押 し 潰 さ れ 、 可 撓 管 ２ 内 に 収
納 さ れ る 。 ま た 、 操 作 ワ イ ヤ ７ を 進 退 さ せ る 操 作 に よ っ て 可 撓 管 ２ の 遠 位 端 か ら 切 開 ワ イ
ヤ １ １ を 突 没 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 可 撓 管 ２ の 遠 位 端 か ら 切 開 ワ イ ヤ １ １ が 突 き
出 す と 、 そ の 切 開 ワ イ ヤ １ １ は 自 ら 弾 性 的 に 広 が り 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 方 向 性 を
有 す る 形 状 の ル ー プ １ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 方 、 前 記 板 部 材 ９ は 図 ３ に 示 す よ う に 、 平 た い 形 状 の 部 材 か ら 形 成 さ れ て い る 。 つ ま
り 、 板 部 材 ９ の 両 板 面 は 互 い に 平 行 な 平 面 部 ９ ａ ， ９ ｂ と し て な り 、 そ の 平 面 部 ９ ａ ， ９
ｂ に 垂 直 （ 法 線 方 向 ） な 第 １ の 曲 げ 方 向 と 、 前 記 第 １ の 曲 げ 方 向 以 外 の 方 向 で あ っ て 、 前
記 第 １ の 曲 げ 方 向 へ の 第 １ の 曲 げ 力 量 よ り も 大 き い 第 ２ の 曲 げ 力 量 を 有 し た 第 ２ の 曲 げ 方
向 と を 有 す る 。 こ こ で の 第 ２ の 曲 げ 方 向 は 平 面 部 ９ ａ ， ９ ｂ の 面 に 沿 う も の で あ る 。 ま た
、 第 １ の 曲 げ 方 向 と 第 ２ の 曲 げ 方 向 と が い ず れ も 前 記 長 手 方 向 に 対 し て 略 垂 直 な 関 係 に あ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 前 記 ル ー プ １ ２ は 切 開 ワ イ ヤ １ １ で 囲 ま れ た
ル ー プ 面 １ ２ ａ を 有 し て お り 、 方 向 性 を 備 え た 形 状 の 処 置 部 を 構 成 す る 。 ま た 、 前 記 板 部
材 ９ と 前 記 切 開 ワ イ ヤ １ １ と は 板 部 材 ９ の 平 面 部 ９ ａ ， ９ ｂ と 、 ル ー プ 面 １ ２ ａ と が 略 平
行 ま た は 一 致 す る 関 係 で 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 内 視 鏡 １ ３ の チ ャ ン ネ ル １ ４ に 高 周 波 ス ネ ア １ の
可 撓 管 ２ を 挿 通 し 、 可 撓 管 ２ の 遠 位 端 を 内 視 鏡 １ ３ の 遠 位 端 か ら 突 き 出 し た 状 態 で 、 前 記
板 部 材 ９ の 近 位 端 が 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 硬 質 部 １ ５ 内 の 領 域 内 に 位 置 す る よ う に 設 定 さ
れ る 。 こ の た め 、 前 記 板 部 材 ９ が 内 視 鏡 挿 入 部 の 湾 曲 部 １ ６ を 避 け て 配 置 さ れ 、 前 記 板 部
材 ９ は 湾 曲 部 １ ６ と 干 渉 し な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 高 周 波 ス ネ ア １ を 用 い て 、 体 腔 内 の ポ リ ー プ １ ７ を 切 除 す る 場 合 の
作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま ず 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 チ ャ ン ネ ル １ ４ の 先 端 付 近 に 処 置 具 （ 処 置 具 ） 起 上 装
置 １ ８ を 備 え た 内 視 鏡 １ ３ の 挿 入 部 を 体 腔 内 に 挿 入 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 い で 、 内 視 鏡 １ ３ の チ ャ ン ネ ル １ ４ を 通 じ て 高 周 波 ス ネ ア １ の 可 撓 管 ２ を 体 腔 内 へ 挿
入 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 可 撓 管 ２ を 体 腔 内 に 突 き 出 し た 後 、 操 作 部 ３ に お け る ス ラ イ ダ ５ を 前 進 さ せ る
。 す る と 、 操 作 ワ イ ヤ ７ が 前 進 し 、 板 部 材 ９ を 介 し て 切 開 ワ イ ヤ １ １ が 押 さ れ 、 図 ４ （ ａ
） に 示 す よ う に 、 可 撓 管 ２ の 先 端 か ら 外 へ 突 き 出 す 。 こ の よ う に 可 撓 管 ２ の 先 端 か ら 突 き
出 し た 切 開 ワ イ ヤ １ １ は 弾 性 付 勢 力 に よ っ て 自 ら 開 き 、 広 が っ た ル ー プ １ ２ を 形 成 す る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 １ ３ の 処 置 具 起 上 装 置 １ ８ を 操 作 し て 前 記 可 撓
管 ２ の 先 端 部 分 を 起 上 し て 曲 げ て 、 切 開 ワ イ ヤ １ １ の 全 体 を 、 ポ リ ー プ １ ７ に 向 け 、 ポ リ
ー プ １ ７ の 基 （ 首 ） 部 に ル ー プ １ ２ を 掛 け る 。 そ の 後 、 高 周 波 ス ネ ア １ の ス ラ イ ダ ５ を 後
退 さ せ 、 切 開 ワ イ ヤ １ １ を 可 撓 管 ２ 内 に 引 き 込 む 。 こ れ に よ り 、 ポ リ ー プ １ ７ の 基 部 を 切
開 ワ イ ヤ １ １ で 締 め 付 け る 。 こ の よ う に ポ リ ー プ １ ７ を 締 め 付 け た 状 態 で 、 切 開 ワ イ ヤ １
１ に 高 周 波 電 流 を 流 す と 、 ポ リ ー プ １ ７ を 切 除 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 般 に 、 可 撓 管 ２ の 先 端 か ら 切 開 ワ イ ヤ １ １ を 突 き 出 し 、 ル ー プ １ ２ を 開 い て も 、 そ の
ル ー プ 面 １ ２ ａ の 向 き は 決 ま っ た も の で は な い 。 こ の ル ー プ 面 １ ２ ａ の 法 線 方 向 Ｌ が 、 ポ
リ ー プ １ ７ の 方 へ 向 か な け れ ば 、 ル ー プ １ ２ を ポ リ ー プ １ ７ に 掛 け る こ と が 困 難 で あ る 。
例 え ば 、 図 ４ （ ａ ） の よ う に 、 ル ー プ １ ２ を 含 む 面 Ｐ の 法 線 方 向 Ｌ が 、 ポ リ ー プ １ ７ の 方
に 向 か な い 場 合 、 こ の 姿 勢 の ま ま で は 、 ル ー プ １ ２ を ポ リ ー プ １ ７ に 掛 け る こ と が 難 し い
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 し か し 、 本 実 施 形 態 で は 、 内 視 鏡 １ ３ の 処 置 具 起 上 装 置 １ ８ を 起 上 操 作 す る こ と に よ り
可 撓 管 ２ の 先 端 部 を 湾 曲 さ せ る と 、 切 開 ワ イ ヤ １ １ の 基 端 に あ る 板 部 材 ９ が 、 そ の 操 作 に
伴 っ て 、 そ の 板 部 材 ９ の 平 面 部 ９ ａ も し く は ９ ｂ が 、 処 置 具 起 上 装 置 １ ８ の 起 上 方 向 に 一
致 す る 向 き に な る ま で 、 そ の 前 後 長 手 方 向 軸 回 り に 回 転 す る 。 つ ま り 、 板 部 材 ９ は 処 置 具
起 上 装 置 １ ８ の 起 上 操 作 に 合 わ せ て 、 ル ー プ １ ２ の ル ー プ 面 １ ２ ａ が 処 置 具 起 上 装 置 １ ８
の 起 上 方 向 に 一 致 す る ま で 回 転 し 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ル ー プ １ ２ を 含 む 面 Ｐ の 法
線 Ｌ が ポ リ ー プ １ ７ の 方 を 向 く 。 ポ リ ー プ １ ７ の 隆 起 方 向 が ル ー プ 面 １ ２ ａ と 交 差 す る 向
き に な る 。 こ の よ う に 、 切 開 ワ イ ヤ １ １ の ル ー プ １ ２ は 突 出 時 に ど の 方 向 を 向 い て い て も
、 切 開 ワ イ ヤ １ １ の ル ー プ １ ２ の 向 き を ポ リ ー プ に 掛 け 易 い 向 き に 調 節 し 、 切 開 ワ イ ヤ １
１ を ポ リ ー プ に 容 易 か つ 確 実 に 掛 け る こ と が で き る よ う に な る 。 ま た 、 こ の よ う な 操 作 は
内 視 鏡 １ ３ に よ っ て 観 察 し な が ら 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 前 記 板 部 材 ９ の 先 端 側 部 分 を 内 視 鏡 １ ３ の 先 端 か ら 突 き 出 し た 状 態 で
、 そ の 板 部 材 ９ の 基 端 部 ９ ｃ は 内 視 鏡 １ ３ の 先 端 硬 質 部 １ ５ の 領 域 内 に 位 置 し て お り 、 方
向 制 御 部 材 を 含 む 前 記 板 部 材 ９ が 湾 曲 部 １ ６ の 領 域 に 入 り 込 ま ず 、 方 向 制 御 部 材 が 湾 曲 部
１ ６ の 湾 曲 と 干 渉 し な い 長 さ と な っ て い る 。 こ の た め 、 板 部 材 ９ の 向 き 調 整 が 湾 曲 部 １ ６
の 湾 曲 す る 形 状 に 影 響 さ れ る こ と な く 、 処 置 具 起 上 装 置 １ ８ の み で 制 御 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 板 部 材 ９ の 基 端 部 ９ ｃ を 先 端 硬 質 部 １ ５ の 領 域 内 に 位 置 す る よ
う に 配 設 し た が 、 処 置 具 起 上 装 置 １ ８ に よ る 湾 曲 に 影 響 を 与 え な い 程 度 で あ れ ば 、 板 部 材
９ の 基 端 部 ９ ｃ が 湾 曲 部 １ ６ の 領 域 内 に 掛 か る も の で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 に お い て 、
前 記 板 部 材 ９ は 、 図 ４ （ ｃ ） の よ う に 、 基 端 側 部 分 の 方 を 、 先 端 側 部 分 よ り も 幅 を 狭 く 、
ま た は 細 い も の と す る と 、 処 置 具 起 上 装 置 １ ８ に よ る 湾 曲 と 比 較 し て 内 視 鏡 １ ３ の 湾 曲 部
１ ６ の 湾 曲 操 作 に よ る 影 響 を 極 力 無 視 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 処 置 具 起 上 装 置 １ ８ に よ り 可 撓 管 ２ の 先 端 側 部 分 を 湾
曲 さ せ る こ と が で き る 湾 曲 可 能 範 囲 Ｅ に 方 向 制 御 部 材 た る 板 部 材 ９ の 部 分 が 収 ま る よ う に
配 置 し て も よ い 。 こ こ で 、 湾 曲 可 能 範 囲 と は 可 撓 管 ２ の 先 端 側 に 位 置 し 、 内 視 鏡 １ ３ の チ
ャ ン ネ ル １ ４ の 先 端 開 口 部 か ら 可 撓 管 ２ を 任 意 の 適 切 な 長 さ で 突 出 さ せ た 際 に 処 置 具 起 上
装 置 １ ８ を 起 上 さ せ る こ と に よ り 湾 曲 さ れ る 部 分 の 集 合 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 を 採 用 す
る こ と で 、 内 視 鏡 １ ３ の 挿 入 部 の 湾 曲 形 状 に よ る 影 響 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 図 ６ 乃 至 図 ９ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 切 開 切 除 具 に つ い て 説 明
す る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア １ ９ は 以 下 の よ う な 構 成 で あ る 。 す な わ ち 、 図 ６ （ ａ ）
（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 操 作 ワ イ ヤ ７ と 切 開 ワ イ ヤ １ １ が 接 続 チ ッ プ ２ １ に よ り 接 続 さ れ 、
こ の 接 続 部 分 に は 板 部 材 ２ ０ の 一 端 （ 基 端 ） が 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 板 部 材 ２ ０ の 他 端
（ 先 端 ） 部 分 に は 孔 ２ ０ ａ が 開 け ら れ 、 切 開 ワ イ ヤ １ １ の 基 端 は そ の 板 部 材 ２ ０ の 孔 ２ ０
ａ を 通 っ て 基 端 側 に 延 出 し 、 前 記 板 部 材 ２ ０ の 基 端 と 共 に 、 前 記 接 続 チ ッ プ ２ １ に よ り 操
作 ワ イ ヤ ７ の 先 端 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 孔 ２ ０ ａ を 設 け る 板 部 材 ２ ０ の 先 端 部 分 は 切 開 ワ イ ヤ １ １ 側
へ わ ず か に 屈 曲 し て い る の で 、 切 開 ワ イ ヤ １ １ の 基 端 部 分 は 板 部 材 ２ ０ の 板 面 方 向 と 平 行
に 配 置 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 板 部 材 ２ ０ の 基 端 に は 孔 ２ ０ ｂ を 設 け 、 そ の 孔 ２ ０ ｂ
を 通 っ て 前 記 操 作 ワ イ ヤ ７ を 先 端 側 に 延 出 さ せ て も よ い 。 こ の 場 合 、 操 作 ワ イ ヤ ７ の 先 端
は 板 部 材 ２ ０ の 先 端 と 共 に 接 続 チ ッ プ ２ ２ に よ り ル ー プ １ ２ の 基 端 の 切 開 ワ イ ヤ １ １ に 固
定 す る と よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 板 部 材 ２ ０ の 基 端 部 分 に 孔 ２ ０ ｂ を 設 け た 場 合 、 そ
の 板 部 材 ２ ０ の 基 端 部 分 を 操 作 ワ イ ヤ ７ 側 へ わ ず か に 屈 曲 さ せ る と 、 操 作 ワ イ ヤ ７ は 板 部
材 ２ ０ の 板 面 方 向 と 平 行 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 尚 、 こ れ 以 外 の 構 成 は 、 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。 ま た 、 作 用 に つ い て も 、
上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 こ の よ う な 接 続 構 造 に 構 成 す る こ と に よ り 、 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と
比 べ て 接 続 箇 所 が １ 箇 所 減 る の で 硬 質 長 を 短 く す る こ と が で き る 。 　
　 ま た 、 緊 縛 時 の 引 張 り 力 を 、 板 部 材 ２ ０ を 介 さ ず 、 直 接 に ル ー プ １ ２ に 伝 え る よ う に し
た の で 、 板 部 材 ２ ０ に 負 荷 が か か る こ と を 極 力 防 ぐ こ と が で き る 。 　
　 板 部 材 ２ ０ に 切 開 ワ イ ヤ １ １ ま た は 操 作 ワ イ ヤ ７ が 並 設 さ れ て い る の で 、 板 部 材 ２ ０ が
曲 が り す ぎ て 変 形 す る こ と を 極 力 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 板 部 材 ２ ０ の 一 端 の み で ワ イ ヤ を 固 定 し 、 他 端 で は ワ イ ヤ を 固 定 し な い た め 、 板
部 材 ２ ０ が 湾 曲 す る 際 に 板 部 材 ２ ０ に 並 設 す る 切 開 ワ イ ヤ １ １ や 操 作 ワ イ ヤ ７ と 板 部 材 の
不 固 定 端 が ず れ る の で 、 板 部 材 ２ ０ が 湾 曲 し 難 く な る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 図 ８ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う な 構 成 で は 、 操 作 ワ イ ヤ ７ の 途 中 に 硬 性 の 接 続 部
が な い た め 、 作 動 が ス ム ー ズ に 行 え る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ 第 ３ 実 施 形 態 ）
　 図 １ ０ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 切 開 切 除 具 に つ い て 説 明 す る 。
図 １ ０ は 高 周 波 切 開 切 除 具 と し て の 高 周 波 ス ネ ア ２ ３ の 使 用 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 高 周 波 ス ネ ア ２ ３ は 板 部 材 ２ ４ の 長 さ の み が 、 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 も し く は 第 ２
実 施 形 態 の も の と 相 違 す る 。 す な わ ち 、 内 視 鏡 １ ３ の 先 端 か ら 高 周 波 ス ネ ア ２ ３ の 先 端 部
分 を 突 き 出 し た 状 態 で 、 板 部 材 ２ ４ の 基 端 部 ２ ４ ａ の 部 分 が 、 内 視 鏡 １ ３ の 湾 曲 部 １ ６ の
領 域 内 に 位 置 す る 長 さ と な っ て い る 。 こ の た め 、 処 置 具 起 上 装 置 １ ８ の 起 上 方 向 に 内 視 鏡
１ ３ の 湾 曲 部 １ ６ を 湾 曲 さ せ る こ と に よ り 、 処 置 具 起 上 装 置 １ ８ に よ る 起 上 制 御 を よ り 確
実 に 行 う こ と が で き る よ う に な る 。 ま た 、 内 視 鏡 １ ３ の 湾 曲 部 １ ６ を 処 置 具 起 上 装 置 １ ８
の 起 上 方 向 へ 湾 曲 さ せ る こ と に よ り 、 処 置 具 起 上 装 置 １ ８ を 操 作 し な く て も 、 あ る 程 度 、
板 部 材 ２ ４ の 向 き を 制 御 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ 第 ４ 実 施 形 態 ）
　 図 １ １ 乃 至 図 １ ４ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 切 開 切 除 具 に つ い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ １ は 本 実 施 形 態 の 高 周 波 ナ イ フ ２ ５ 全 体 を 示 す 。 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態
の 高 周 波 ナ イ フ ２ ５ は 板 部 材 ９ の 先 端 に チ ッ プ 状 の 第 ２ の 接 続 部 １ ０ に よ り 、 Ｌ 字 型 電 極
２ ６ が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 高 周 波 ナ イ フ ２ ５ の 可 撓 管 ２ の 先 端 に は 通 孔 ２ ７ を 有 し た
ス ト ッ パ ２ ８ が 嵌 め 込 ま れ て 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ ２ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 前 記 Ｌ 字 型 電 極 ２ ６ は 、 操 作 ワ イ ヤ ７ の 中 心 軸 と 同
軸 の 直 線 部 ２ ６ ａ と 、 そ の 先 端 に 直 線 部 ２ ６ ａ に 直 角 に 形 成 さ れ た 屈 折 部 ２ ６ ｂ と か ら 成
る 。 直 線 部 ２ ６ ａ は 、 ス ト ッ パ ２ ８ の 通 孔 ２ ７ 内 を 進 退 可 能 で あ り 、 屈 折 部 ２ ６ ｂ は 、 通
孔 ２ ７ を 通 過 で き な い 。 ま た 、 第 ２ の 接 続 部 １ ０ も 通 孔 ２ ７ を 通 過 で き ず 、 ス ト ッ パ ２ ８
に 当 接 し 、 Ｌ 字 型 電 極 ２ ６ の 突 出 長 が 規 制 さ れ る よ う に な っ て い る 。 Ｌ 字 型 電 極 ２ ６ の 屈
折 部 ２ ６ ｂ は 、 板 部 材 ９ の 平 面 部 ９ ａ も し く は ９ ｂ に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 向 か っ て 延 び て
設 け ら れ て い る 。 そ れ 以 外 の 構 成 は 、 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 図 １ ３ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 ３ １ の チ ャ ン ネ ル ２ ９ の 先 端 に は 処 置
具 起 上 装 置 ３ ０ が 設 け ら れ 、 こ の 処 置 具 起 上 装 置 ３ ０ は 左 右 に 旋 回 し て 左 右 い ず れ の 向 き
に も 起 上 さ せ る こ と が で き る 形 式 の 筒 状 の 揺 動 式 起 上 台 ３ ０ ａ を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 高 周 波 ナ イ フ ２ ５ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 １ ３ （ ａ ） （
ｂ ） に 示 す よ う に 、 体 腔 内 に 挿 入 し た 内 視 鏡 ３ １ の チ ャ ン ネ ル ２ ９ に 、 Ｌ 字 型 電 極 ２ ６ を
可 撓 管 ２ に 引 き 込 ん だ 高 周 波 ナ イ フ ２ ５ を 挿 通 し 、 処 置 具 起 上 装 置 ３ ０ を 経 て 、 内 視 鏡 ３
１ の 先 端 か ら 高 周 波 ナ イ フ ２ ５ の 先 端 を 突 き 出 す 。 そ し て 、 高 周 波 ナ イ フ ２ ５ に お け る 操
作 部 ３ の ス ラ イ ダ ５ を 第 ２ の 接 続 部 １ ０ が ス ト ッ パ ２ ８ に 突 き 当 た る ま で 前 進 さ せ 、 Ｌ 字
型 電 極 ２ ６ を 可 撓 管 ２ の 先 端 か ら 突 き 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ こ で 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 処 置 具 起 上 装 置 ３ ０ を 操 作 し て Ｌ 字 型 電 極 ２ ６ を 横 方 向
に 曲 げ て 粘 膜 下 組 織 層 ３ ２ に 引 掛 け た 状 態 で Ｌ 字 型 電 極 ２ ６ に 高 周 波 電 流 を 流 し て そ の 組
織 を 切 開 ・ 剥 離 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 可 撓 管 ２ の 先 端 か ら Ｌ 字 型 電 極 ２ ６ を 突 出 さ せ た 時 、 Ｌ 字 型 電 極 ２ ６ の 屈 折 部 ２
６ ｂ が 切 開 方 向 を 向 か な い 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 処 置 具 起 上 装 置 ３ ０ に よ り 可 撓
管 ２ の 先 端 部 分 を 起 上 さ せ る こ と に よ り 、 Ｌ 字 型 電 極 ２ ６ の 基 端 に あ る 板 部 材 ９ が 、 そ の
平 面 部 ９ ａ も し く は ９ ｂ が 処 置 具 起 上 装 置 ３ ０ の 起 上 方 向 に 一 致 す る よ う に 可 撓 管 ２ 内 で
回 転 し 、 そ れ に 合 わ せ て Ｌ 字 型 電 極 ２ ６ も 屈 折 部 ２ ６ ｂ が 処 置 具 起 上 装 置 ３ ０ の 起 上 方 向
に 一 致 す る よ う に 回 転 し 、 屈 折 部 ２ ６ ｂ が 起 上 方 向 、 す な わ ち 、 粘 膜 下 組 織 層 ３ ２ の 切 開
方 向 を 向 く よ う に な る 。 こ の た め 、 電 極 の 操 作 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ 第 ５ 実 施 形 態 ）
　 図 １ ５ 乃 至 図 １ ７ は 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 を 示 す も の で あ る 。 本 実 施 形 態 の 高 周 波 ス ネ
ア ３ ３ は 、 以 下 の 構 成 を 有 す る 。 切 開 ワ イ ヤ １ １ の ル ー プ １ ２ に お け る 基 端 が さ ら に 延 出
し て 、 延 出 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ を 形 成 し 、 こ の 延 出 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ の 間 に 、 例 え ば 単 線 ワ
イ ヤ か ら な る 、 切 開 ワ イ ヤ １ １ よ り 硬 度 の 高 い 芯 部 材 ３ ４ を 設 け る よ う に し た 。 芯 部 材 ３
４ は 切 開 ワ イ ヤ １ １ と 略 同 径 の ワ イ ヤ 状 の 部 材 で あ り 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 切 開 ワ イ ヤ
１ １ の 延 出 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ と 一 列 に 並 ん で 配 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 上 述 し た よ う な 方 向
制 御 機 能 を 具 備 す る 方 向 制 御 部 材 ３ ５ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 切 開 ワ イ ヤ １ １ の 延 出 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ と 芯 部 材 ３ ４ は 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 ル ー プ
１ ２ 側 の 端 部 で 、 ロ ー 付 な ど の 固 定 材 ３ ６ に よ り 固 定 さ れ 、 反 対 側 の 端 部 で は 、 同 じ く 図
１ ５ に 示 す よ う に 、 前 記 接 続 チ ッ プ ２ １ に よ り 操 作 ワ イ ヤ ７ の 先 端 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 芯 部 材 ３ ４ は 幅 細 の 板 部 材 ３ ７ で 構 成 し て も よ い 。 こ の 場
合 、 板 部 材 ３ ７ は 、 切 開 ワ イ ヤ １ １ の 延 出 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ の 径 に 対 し て 板 厚 は 薄 く 、 板
幅 は ほ ぼ 同 等 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ れ 以 外 の 構 成 は 、 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の も の と 同 様 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 の 作
用 に つ い て も 、 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 こ の よ う な 構 成 に す る こ と に よ り 、 第 １ 実 施 形 態 の 効 果 の ほ か に 、 第 １
実 施 形 態 と 比 べ て ル ー プ １ ２ の 基 端 に 第 ２ の 接 続 部 １ ０ が な く 、 方 向 制 御 部 材 と の 間 に 段
差 が 生 じ な い の で 、 ル ー プ １ ２ を 可 撓 管 ２ か ら 突 没 さ せ る 際 に 、 内 視 鏡 １ ３ の 処 置 具 起 上
装 置 １ ８ に 引 掛 か る こ と が な く 、 作 動 が ス ム ー ズ に 行 え る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 （ 第 ６ 実 施 形 態 ）
　 図 １ ８ 乃 至 図 ２ ０ は 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 を 示 す も の で あ る 。 本 実 施 形 態 の 高 周 波 ス ネ
ア ３ ８ は 、 以 下 の 構 成 が 第 １ 実 施 形 態 と 異 な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 板 部 材 ９ は 、 第 ２ の 接 続 部 １ ０ を 越 え て 処 置 部 と し て の ル ー プ １
２ の 体 内 組 織 に 向 か い 合 う 対 向 面 た る ル ー プ 面 １ ２ ａ 内 に 突 出 す る 突 出 部 ３ ９ を 備 え る 。
こ の 突 出 部 ３ ９ の 突 出 部 平 面 ３ ９ ａ は 前 記 ル ー プ 面 １ ２ ａ に 平 行 に な っ て い る 。 こ の 突 出
部 ３ ９ の 突 出 長 は 、 ル ー プ １ ２ の 幅 が 大 き く 減 少 す る ま で 処 置 具 起 上 装 置 １ ８ に 干 渉 す る
長 さ と な っ て い る 。 ル ー プ １ ２ の 長 さ の １ ／ ３ 程 度 ま で が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 に す る こ と に よ り 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 ポ リ ー プ １ ７ に ル ー プ １ ２ を
引 掛 け 、 操 作 ワ イ ヤ ７ を 牽 引 し て ル ー プ １ ２ を 引 き 込 ん で い く 過 程 で 、 第 ２ の 接 続 部 １ ０
が 内 視 鏡 １ ３ の 処 置 具 起 上 装 置 １ ８ の 位 置 よ り も 引 き 込 ま れ て も 、 突 出 部 ３ ９ が 処 置 具 起
上 装 置 １ ８ に よ り 方 向 制 御 さ れ て い る の で 、 ル ー プ １ ２ の 方 向 が 変 わ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 第 ７ 実 施 形 態 ）
　 図 ２ １ 乃 至 図 ２ ３ は 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 を 示 す も の で あ る 。 本 実 施 形 態 の 高 周 波 ス ネ
ア ４ ０ は 、 以 下 の 構 成 が 第 １ 実 施 形 態 と 異 な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ２ ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 可 撓 管 ２ に は 、 長 軸 方 向 に 亘 っ て 、 偏 心 し た 第 １ の 内 孔 ２
ａ と 第 ２ の 内 孔 ２ ｂ が 設 け ら れ 、 第 １ の 内 孔 ２ ａ に は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ 構 成 で の ル ー
プ １ ２ 、 板 部 材 ９ 及 び 操 作 ワ イ ヤ ７ を 有 す る ス ネ ア ワ イ ヤ 部 ４ １ が 挿 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 同 じ く 図 ２ ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 可 撓 管 ２ の 先 端 部 分 に は 、 前 記 第 ２ の 内 孔 ２ ｂ の 長
軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 で か つ 長 軸 方 向 に 所 定 間 隔 を 存 し て 複 数 の 切 欠 き 部 ４ ２ が 、 前 記 第
２ の 内 孔 ２ ｂ が 貫 通 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 前 記 第 ２ の 内 孔 ２ ｂ に は 、 １ 本 の ワ イ ヤ ４ ３ が 挿 通 さ れ て お り 、 こ の ワ イ ヤ ４ ３ の 先 端
部 は 可 撓 管 ２ の 先 端 部 分 に 係 止 ま た は 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 ワ イ ヤ ４ ３ の 基 端 側 部 分 は
操 作 部 ３ ま で 延 在 し 、 操 作 部 ３ に 設 け ら れ た 摘 み 部 ４ ４ に 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 操 作
部 ３ の 摘 み 部 ４ ４ を 前 方 へ 押 し 込 み 摺 動 さ せ る と 、 ワ イ ヤ ４ ３ が 弛 緩 さ れ 、 切 欠 き 部 ４ ２
を 設 け た 部 分 が そ の 切 欠 き 部 ４ ２ が 開 く 向 き に 湾 曲 す る 。 ま た 、 摘 み 部 ４ ４ を 後 方 へ 引 き
摺 動 さ せ る と 、 ワ イ ヤ ４ ３ が 牽 引 さ れ 、 切 欠 き 部 ４ ２ を 設 け た 部 分 を 反 対 側 へ 湾 曲 さ せ る
。

10

20

30

40

50

(9) JP 2006-223640 A 2006.8.31



【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 こ の よ う な 起 上 補 助 機 構 を 設 け る こ と に よ っ て 、 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、
内 視 鏡 １ ３ の 処 置 具 起 上 装 置 １ ８ で 起 上 方 向 へ ル ー プ 面 １ ２ ａ を 向 け た ル ー プ １ ２ を 更 に
起 上 方 向 に 動 か す こ と が で き 、 ポ リ ー プ １ ７ に ル ー プ １ ２ を 一 層 掛 け 易 く な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 前 述 し た よ う な 実 施 形 態 の も の に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 他 の 形 態
に も 適 用 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 前 述 し た 説 明 に よ れ ば 、 以 下 の 事 項 ま た は そ れ ら の 事 項 を
適 宜 選 択 し て 組 み 合 わ せ た 事 項 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ＜ 付 記 ＞
　 （ １ ） ハ ン ド ル と 、
　 前 記 ハ ン ド ル の 遠 位 端 に 取 り 付 け ら れ 、 内 部 に ル ー メ ン を 有 し 、 処 置 具 起 上 装 置 を 有 す
る 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 通 が 可 能 な 可 撓 性 シ ー ス と 、
　 前 記 可 撓 性 シ ー ス の 遠 位 端 か ら 突 没 し 、 方 向 性 を 有 す る 形 状 を 備 え た 処 置 部 と 、
　 前 記 ハ ン ド ル に 接 続 さ れ た 基 端 部 分 と 前 記 処 置 部 に 接 続 さ れ た 先 端 部 分 と を 有 し 、 前 記
シ ー ス の 前 記 ル ー メ ン 内 に 回 転 及 び 進 退 自 在 に 設 け ら れ た 操 作 部 材 と 、
　 前 記 操 作 部 材 の 近 位 側 に あ る 操 作 ワ イ ヤ と 、
　 前 記 操 作 部 材 の 遠 位 側 に あ り 、 先 端 と 基 端 と 長 手 方 向 を 有 し 、 前 記 長 手 方 向 に 対 し て 垂
直 な 第 １ の 曲 げ 方 向 と 、 前 記 長 手 方 向 及 び 前 記 第 １ の 曲 げ 方 向 に 対 し て 垂 直 で あ り 、 前 記
第 １ の 曲 げ 方 向 へ の 曲 げ 力 量 よ り も 大 き い 第 ２ の 曲 げ 力 量 を 有 す る 第 ２ の 曲 げ 方 向 を 有 し
、 前 記 処 置 具 起 上 装 置 に よ っ て 、 前 記 第 １ の 曲 げ 方 向 に 曲 げ ら れ る 方 向 制 御 部 材 と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ ２ ） ハ ン ド ル と 、
　 前 記 ハ ン ド ル の 遠 位 端 に 取 り 付 け ら れ 、 内 部 に ル ー メ ン を 有 し 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に
挿 通 可 能 な 可 撓 性 シ ー ス と 、
　 前 記 可 撓 性 シ ー ス の 遠 位 端 か ら 突 没 し 、 方 向 性 を 有 す る 形 状 を 備 え た 処 置 部 と 、
　 前 記 ハ ン ド ル に 接 続 さ れ た 基 端 部 分 と 前 記 処 置 部 に 接 続 さ れ た 先 端 部 分 と を 有 し 、 前 記
可 撓 性 シ ー ス の 前 記 ル ー メ ン 内 に 回 転 及 び 進 退 自 在 に 設 け ら れ た 操 作 部 材 と 、
　 前 記 操 作 部 材 の 近 位 側 に あ る 操 作 ワ イ ヤ と 、
　 前 記 操 作 部 材 の 遠 位 側 に あ り 、 前 記 内 視 鏡 の 先 端 端 面 よ り も 遠 位 側 に 配 置 可 能 な 先 端 と
、 前 記 内 視 鏡 の 湾 曲 機 構 の 基 端 よ り も 遠 位 側 に 配 置 可 能 な 基 端 と 、 長 手 方 向 と を 有 し 、 前
記 長 手 方 向 に 対 し て 垂 直 な 第 １ の 曲 げ 方 向 と 、 前 記 長 手 方 向 及 び 前 記 第 １ の 曲 げ 方 向 に 対
し て 垂 直 で あ り 、 前 記 第 １ の 曲 げ 方 向 へ の 第 １ の 曲 げ 力 量 よ り も 大 き い 第 ２ の 曲 げ 力 量 を
有 す る 第 ２ の 曲 げ 方 向 を 備 え た 方 向 制 御 部 材 と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ ３ ） 前 記 処 置 部 の 方 向 性 を 有 す る 形 状 は 、 体 内 組 織 に 向 か い 合 う 対 向 面 を 有 し 、 前 記
対 向 面 の 法 線 方 向 と 、 前 記 方 向 制 御 部 材 の 第 １ の 曲 げ 方 向 と が 同 じ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 第 １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。 　
　 （ ４ ） 前 記 方 向 制 御 部 材 は 、 前 記 内 視 鏡 の 先 端 端 面 よ り も 遠 位 側 に 配 置 可 能 な 先 端 と 、
前 記 内 視 鏡 の 湾 曲 機 構 の 基 端 よ り も 遠 位 側 に 配 置 可 能 な 基 端 と 、 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載
の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ ５ ） 前 記 操 作 部 材 は 、 前 記 方 向 制 御 部 材 と 前 記 操 作 ワ イ ヤ が 並 ん で 配 設 さ れ た 並 列 部
も し く は 前 記 方 向 制 御 部 材 と 前 記 処 置 部 が 並 ん で 配 設 さ れ た 並 列 部 を 有 し て い る こ と を 特
徴 と す る 第 １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。 　
　 （ ６ ） 前 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 側 部 分 に は 、 前 記 処 置 具 起 上 装 置 の 操 作 に よ っ て 湾 曲 さ
せ ら れ る 湾 曲 可 能 部 分 が あ り 、 前 記 方 向 制 御 部 材 は 、 前 記 可 撓 性 シ ー ス の 前 記 湾 曲 可 能 部
分 内 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 第 １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。 　
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　 （ ７ ） 前 記 方 向 制 御 部 材 の 、 前 記 内 視 鏡 の 湾 曲 機 構 の 基 端 よ り も 遠 位 側 に 配 置 可 能 な 基
端 は 、 前 記 湾 曲 機 構 の 湾 曲 曲 率 の 最 も 小 さ い 位 置 よ り も 遠 位 側 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 （ ８ ） 前 記 方 向 制 御 部 材 の 、 前 記 内 視 鏡 の 湾 曲 機 構 の 基 端 よ り も 遠 位 側 に 配 置 可 能 な 基
端 は 、 前 記 湾 曲 機 構 の 先 端 よ り も 遠 位 側 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 第 ２ 項 ま た は 第 ４
項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。 　
　 （ ９ ） 前 記 可 撓 性 シ ー ス は 、 少 な く と も 前 記 処 置 具 起 上 装 置 を 通 過 す る 部 分 の 断 面 形 状
が 扁 平 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 第 １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。 　
　 （ １ ０ ） 前 記 方 向 制 御 部 材 は 、 断 面 が 扁 平 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。 　
　 （ １ １ ） 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 処 置 部 と し て の ル ー プ を 有 す る ス ネ ア で あ っ て 、 前 記
ス ネ ア の ル ー プ 面 と 前 記 方 向 制 御 部 材 の 扁 平 断 面 の 長 軸 が 平 行 で あ る こ と を 特 徴 と す る 第
３ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 （ １ ２ ） ハ ン ド ル と 、
　 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ れ 、 内 部 に ル ー メ ン を 有 し 、 近 位 端 が 前 記 ハ ン ド ル の 遠 位
端 に 取 り 付 け ら れ た 可 撓 性 シ ー ス と 、
　 前 記 可 撓 性 シ ー ス の 遠 位 端 か ら 突 没 し 、 方 向 性 を 有 す る 形 状 を 備 え た 処 置 部 と 、
　 前 記 ハ ン ド ル に 接 続 さ れ た 基 端 部 分 と 前 記 処 置 部 が 設 け ら れ た 先 端 部 分 と を 有 し 、 前 記
シ ー ス の ル ー メ ン 内 に 回 転 及 び 進 退 自 在 に 設 け ら れ た 操 作 部 材 と を 有 し 、
　 前 記 操 作 部 材 は 、 操 作 ワ イ ヤ と 、 前 記 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 側 に 形 成 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 の 先
端 端 面 よ り も 遠 位 側 に 配 置 可 能 な 先 端 と 、 前 記 内 視 鏡 の 湾 曲 機 構 の 基 端 よ り も 遠 位 側 に 配
置 可 能 な 基 端 と 、 長 手 方 向 と を 有 し 、 前 記 長 手 方 向 に 対 し て 垂 直 な 第 １ の 曲 げ 方 向 と 、 前
記 長 手 方 向 及 び 前 記 第 １ の 曲 げ 方 向 に 対 し て 垂 直 で あ り 前 記 第 １ の 曲 げ 方 向 へ の 第 １ の 曲
げ 力 量 よ り も 大 き い 第 ２ の 曲 げ 力 量 を 有 す る 第 ２ の 曲 げ 方 向 を 備 え た 方 向 制 御 部 材 と か ら
な り 、
　 前 記 方 向 制 御 部 材 は 、 前 記 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 側 も し く は 前 記 処 置 部 の 基 端 側 に 並 ん で 配
設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。 　
　 （ １ ３ ） 前 記 方 向 制 御 部 材 は 、 前 記 処 置 部 の 基 端 及 び 前 記 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 と 、 一 端 で
の み 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 第 ６ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 （ １ ４ ） 前 記 方 向 制 御 部 材 は 、 １ 本 の 芯 材 と そ の 両 側 に 一 列 に 並 べ て 配 さ れ 、 前 記 芯 材
よ り 硬 度 の 低 い 線 材 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。 　
　 （ １ ５ ） 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 処 置 部 と し て の ル ー プ を 有 す る ス ネ ア で あ っ て 、 前 記
硬 度 の 低 い 線 材 は 、 前 記 ス ネ ア の ル ー プ を 形 成 す る 線 材 が ル ー プ の 基 端 側 に 延 出 し た も の
で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 第 １ ４ 項 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 〔 付 記 項 毎 の 目 的 、 効 果 〕
付 記 項 （ ７ ） に つ い て の 目 的 ・ 効 果
　 目 的 ： 方 向 制 御 部 材 の 向 き が 内 視 鏡 の 湾 曲 機 構 の 影 響 を 受 け に く く す る 。 　
　 効 果 ： 前 記 目 的 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
付 記 項 （ ８ ） に つ い て の 目 的 ・ 効 果
　 目 的 ： 方 向 制 御 部 材 の 向 き が 内 視 鏡 の 湾 曲 機 構 の 影 響 を よ り 受 け に く く す る 。 　
　 効 果 ： 前 記 目 的 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
付 記 項 （ ９ ） に つ い て の 目 的 ・ 効 果
　 目 的 ： 処 置 具 起 上 装 置 で 可 撓 管 を 起 上 さ せ る 際 に 小 さ な 力 量 で 起 上 で き る よ う に す る 。
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　 効 果 ： 前 記 目 的 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
付 記 項 （ １ ０ ） に つ い て の 目 的 ・ 効 果
　 目 的 ： 方 向 制 御 部 材 に 曲 が り 方 向 の 方 向 性 を 持 た せ る 。 　
　 効 果 ： 前 記 目 的 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
付 記 項 （ １ １ ） に つ い て の 目 的 ・ 効 果
　 目 的 ： ス ネ ア の ル ー プ 面 の 向 き を 制 御 す る 。 　
　 効 果 ： 前 記 目 的 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
付 記 項 （ １ ２ ） に つ い て の 目 的 ・ 効 果
　 目 的 ： 方 向 制 御 部 材 へ の 引 張 り ・ 曲 げ の 負 荷 を 小 さ く す る 。 　
　 効 果 ： 前 記 目 的 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
付 記 項 （ １ ３ ） に つ い て の 目 的 ・ 効 果
　 目 的 ： 方 向 制 御 部 材 が 湾 曲 し 易 く す る 。 　
　 効 果 ： 前 記 目 的 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
付 記 項 （ １ ４ ） （ １ ５ ） に つ い て の 目 的 ・ 効 果
　 目 的 ： 作 動 を ス ム ー ズ に 行 う 。 　
　 効 果 ： 方 向 制 御 部 材 と ル ー プ の 間 に 段 差 が 生 じ な い の で ル ー プ を 可 撓 管 か ら 突 没 さ せ る
際 に 、 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置 に 引 掛 か る こ と が な く 、 作 動 が ス ム ー ズ に 行 え る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア 全 体 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 同 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 先 端 部 付 近 の 縦 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ （ ａ ） 中 Ａ － Ａ 矢 視 線 に 沿 う 横 断 面 図 。
【 図 ４ 】 同 じ く 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 使 用 上 の 作 用 説 明 図 。
【 図 ５ 】 同 じ く 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 変 形 例 を 示 す 横 断 面 図 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 先 端 部 付 近 の 縦 断 面
図 。
【 図 ７ 】 図 ６ （ ａ ） 中 Ｂ － Ｂ 矢 視 線 に 沿 う 横 断 面 図 。
【 図 ８ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 先 端 部 付 近 の 縦 断 面
図 。
【 図 ９ 】 図 ８ （ ａ ） 中 Ｃ － Ｃ 矢 視 線 に 沿 う 横 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 使 用 上 の 作 用 説 明 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア 全 体 を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ２ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 同 じ く 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 先 端 部 付 近 の 縦 断 面
図 。
【 図 １ ３ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 同 じ く 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア を 使 用 す る 内 視 鏡 の 先
端 部 付 近 の 説 明 図 。
【 図 １ ４ 】 同 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア を 使 用 す る 際 の 説 明 図 。
【 図 １ ５ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 先 端 部 付 近 の 縦 断
面 図 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ５ （ ｂ ） 中 Ｄ － Ｄ 矢 視 線 に 沿 う 横 断 面 図 。
【 図 １ ７ 】 第 ５ 実 施 形 態 の 変 形 例 の 図 １ ５ （ ｂ ） 中 Ｄ － Ｄ 矢 視 線 と 同 じ 位 置 の 横 断 面 図 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 先 端 部 付 近 の 縦 断 面 図 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ８ 中 Ｅ － Ｅ 矢 視 線 に 沿 う 横 断 面 図 。
【 図 ２ ０ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 同 じ く 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 使 用 状 態 の 説 明 図 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア 全 体 を 示 す 説 明 図 。
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【 図 ２ ２ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 同 じ く 第 ７ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 先 端 部 付 近 の 縦 断 面
図 。
【 図 ２ ３ 】 同 じ く 第 ７ 実 施 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 使 用 状 態 の 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 １ … 高 周 波 ス ネ ア 、 ２ … 可 撓 管 、 ３ … 操 作 部 、 ６ … 電 極 、 ７ … 操 作 ワ イ ヤ
９ … 板 部 材 、 １ １ … 切 開 ワ イ ヤ 、 １ ２ ａ … ル ー プ 面 、 １ ７ … ポ リ ー プ 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】
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置器械升高装置使柔性管2升高时，具有形状的切口线11的方向由设置在
柔性管2中的板构件9提供。 调整切口线的方向11。 [选择图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/199d97a9-d14e-4cff-9792-94b8ce2570a1
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036916545/publication/JP2006223640A?q=JP2006223640A

